
科目番号 ＥＡ１０１

科目名

科目区分 即戦力 リーダー 地域貢献

対象学年

開講時期 ４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月

授業時間数 ８ コマ （ １６ 単位時間 ）

－ －

－ －

実務経験を活か
した授業内容

目　的

概　要

キーワード

関連する科目

○

－

－

評価方法

授業計画

１

２

３

４

５

６

７

８

テキスト

参考書

関連する資格

備　考

労働安全衛生の心構え (3)安全作業に向けて（ディスカッション）

労働安全衛生の心構え (1)林業労働における安全衛生とは、(2)就業に向けて心がけること

教員以外で指導に関わる実務経験者の有無 左の実務経験の内容

安全作業の必要性を理解し、作業における安全の基本と、健康管理に必要な基礎力、基本姿勢、知識等を
身につける。

無災害の推進と安全確保の意識付けのため、労働安全衛生の心構え、緊急連絡体制構築の重要性、災害事
例の研究、労働安全衛生関係法令、危険生物・熱中症対策等に関して、ディスカッション形式を取り入れ
るなど、学生主体で学びを進める。

①労働安全衛生 ②災害事例研究 ③健康管理 ④危険生物、熱中症

林業機械学、林業架線学、救急救命、保健体育

発表50%、態度50%

テーマ 講義内容

到達目標

森林林業の即戦力として活躍するための実践的な技能の習得

(3)健康に働くための生活習慣づくりに向けて（ディスカッション）健康にはたらくために

授業時に講師から配布

災害事例研究１ (1)実習におけるヒヤリハットの検証、(2)災害事例の検証

災害事例研究２ (1)ヒヤリハットの検証、(2)災害事例の検証

健康にはたらくために (1)危険生物、熱中症のリスクと対策、(2)睡眠不足や疲労の影響

災害事例研究１ (3)リスクアセスメントに向けて（ディスカッション）

災害事例研究２ (3)リスクアセスメントに向けて（ディスカッション）

林業安全衛生

林業機械 人材養成の方針

単位数 １

１年 授業形態 講義・演習

岩成 麻子 所属等 県立森林大学校主任森林教育専門員

森林林業の次代のリーダーとなるための専門知識及び技術の習得

多自然地域の振興や課題解決に貢献するための幅広い知識及び技術の習得

実務経験のある教員による授業科目 左の実務経験の内容

担当教員
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最終更新日 R6.03.01 更新者 尾﨑

科目番号 ＥＢ１０２

科目名

科目区分 即戦力 リーダー 地域貢献

対象学年

開講時期 ４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月

授業時間数 ２０ コマ （ ４０ 単位時間 ）

－ －

○

実務経験を活か
した授業内容

目　的

概　要

キーワード

関連する科目

○

－

－

評価方法

授業計画

１～５

６～10

11～15

16～20

テキスト

参考書

関連する資格

備　考

伐木等の業務に係る特別教育
伐木作業に関する知識、チェンソーに関する知識、振動障害及びその
予防に関する知識、関係法令、伐木の方法、チェンソーの操作、チェ
ンソーの点検及び整備

伐木等の業務に係る特別教育
伐木作業に関する知識、チェンソーに関する知識、振動障害及びその
予防に関する知識、関係法令、伐木の方法、チェンソーの操作、チェ
ンソーの点検及び整備

教員以外で指導に関わる実務経験者の有無 左の実務経験の内容

労働安全衛生規則で定める特別教育、安全衛生教育の実施

林業機械を安全に操作できるように安全教育･特別教育を受講し、必要な知識および技能を習得する。

以下の安全衛生教育等を受講。（刈払機取扱い作業者に対する安全衛生教育、伐木等の業務に係る特別教
育）
本科目の単位を修得しなかった者は林業機械学(技能講習1c,2),林業機械学実習1,2,3,素材生産総合実習
（2年の科目を含む）に原則、参加することができない。

特別教育、安全衛生教育

林業機械学、林業架線学、林業労働安全、素材生産総合実習

特別教育等修了60%、試験及び実技20%、出席及び受講態度20%

テーマ

伐木等の業務に係る特別教育
伐木作業に関する知識、チェンソーに関する知識、振動障害及びその
予防に関する知識、関係法令、伐木の方法、チェンソーの操作、チェ
ンソーの点検及び整備

根拠法令：平成12.2.16基発第66号による安全衛生教育(刈払い機）、労働安全衛生規則第36条第8号（伐
木等の業務）

林業・木材製造業労働災害防止協会テキスト

刈払機取扱作業者に対する安全衛
生教育

刈払い機に関する知識、刈払い機を使用する作業に関する知識、刈払
い機の点検及び整備に関する知識、振動障害及びその予防に関する知
識、関係法令、刈払い機の作業等

上記特別教育、安全衛生教育に係る修了証

講義内容

到達目標

森林林業の即戦力として活躍するための実践的な技能の習得

森林林業の次代のリーダーとなるための専門知識及び技術の習得

多自然地域の振興や課題解決に貢献するための幅広い知識及び技術の習得

安全衛生規則で定める技能講習等
の講師の資格を満たす者

実務経験のある教員による授業科目 左の実務経験の内容

林業機械学(技能講習等１a）

林業機械 人材養成の方針

単位数 １

１年 授業形態 実習

担当教員 所属等 林業・木材製造業労働災害防止協会 兵庫県支部
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科目番号 ＥＢ１０３

科目名

科目区分 即戦力 リーダー 地域貢献

対象学年

開講時期 ４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月

授業時間数 ３０ コマ （ ６０ 単位時間 ）

－ －

○

実務経験を活か
した授業内容

目　的

概　要

キーワード

関連する科目

○

－

－

評価方法

授業計画

１～５

６～10

11～15

16～20

21～25

26～30

テキスト

参考書

関連する資格

備　考

車両系建設機械(整地･運搬・積込
用及び掘削用)運転技能講習

走行に関する装置の構造及び取扱いの方法に関する知識、作業に関す
る装置の構造、取扱い及び作業方法に関する知識、運転に必要な一般
的事項に関する知識、関係法令、走行の操作、作業のための装置の操
作

車両系建設機械(整地･運搬・積込
用及び掘削用)運転技能講習

走行に関する装置の構造及び取扱いの方法に関する知識、作業に関す
る装置の構造、取扱い及び作業方法に関する知識、運転に必要な一般
的事項に関する知識、関係法令、走行の操作、作業のための装置の操
作

教員以外で指導に関わる実務経験者の有無 左の実務経験の内容

労働安全衛生規則で定める技能講習の実施

林業機械を安全に操作できるように技能講習を受講し、必要な知識および技能を習得する。

以下の技能講習を受講。（車両系建設機械(整地・運搬・積込用及び掘削用)運転技能講習）
本科目の単位を修得しなかった者は林業機械学(技能講習1c,2),林業機械学実習2,3,素材生産総合実習（2
年の科目を含む）に原則、参加することができない。

技能講習

林業機械学、林業架線学、林業労働安全、素材生産総合実習

技能講習修了60%、試験及び実技20%、出席及び受講態度20%

安全衛生規則で定める技能講習等
の講師の資格を満たす者

テーマ

根拠法令：労働安全衛生法第76条(車両系建設機械）

各種技能講習等テキスト

上記技能講習に係る修了証

車両系建設機械(整地･運搬・積込
用及び掘削用)運転技能講習

走行に関する装置の構造及び取扱いの方法に関する知識、作業に関す
る装置の構造、取扱い及び作業方法に関する知識、運転に必要な一般
的事項に関する知識、関係法令、走行の操作、作業のための装置の操
作

車両系建設機械(整地･運搬・積込
用及び掘削用)運転技能講習

走行に関する装置の構造及び取扱いの方法に関する知識、作業に関す
る装置の構造、取扱い及び作業方法に関する知識、運転に必要な一般
的事項に関する知識、関係法令、走行の操作、作業のための装置の操
作

車両系建設機械(整地･運搬・積込
用及び掘削用)運転技能講習

走行に関する装置の構造及び取扱いの方法に関する知識、作業に関す
る装置の構造、取扱い及び作業方法に関する知識、運転に必要な一般
的事項に関する知識、関係法令、走行の操作、作業のための装置の操
作

車両系建設機械(整地･運搬・積込
用及び掘削用)運転技能講習

走行に関する装置の構造及び取扱いの方法に関する知識、作業に関す
る装置の構造、取扱い及び作業方法に関する知識、運転に必要な一般
的事項に関する知識、関係法令、走行の操作、作業のための装置の操
作

講義内容

到達目標

森林林業の即戦力として活躍するための実践的な技能の習得

森林林業の次代のリーダーとなるための専門知識及び技術の習得

多自然地域の振興や課題解決に貢献するための幅広い知識及び技術の習得

実務経験のある教員による授業科目 左の実務経験の内容

林業機械学(技能講習等１b）

林業機械 人材養成の方針

単位数 ２

１年 授業形態 実習

担当教員 所属等 登録教習機関
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科目番号 ＥＢ１０４

科目名

科目区分 即戦力 リーダー 地域貢献

対象学年

開講時期 ４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月

授業時間数 １７ コマ （ ３４ 単位時間 ）

－ －

○

実務経験を活か
した授業内容

目　的

概　要

キーワード

関連する科目

○

－

－

評価方法

授業計画

１～４

５～８

９～12

13～16

１７

テキスト

参考書

関連する資格

備　考

実務経験のある教員による授業科目 左の実務経験の内容

林業機械学(技能講習等１c）

林業機械 人材養成の方針

単位数 １

１年 授業形態 実習

担当教員 所属等
委託林業事業体

新見 満 県立森林大学校森林教育専門員

講義内容

到達目標

森林林業の即戦力として活躍するための実践的な技能の習得

森林林業の次代のリーダーとなるための専門知識及び技術の習得

多自然地域の振興や課題解決に貢献するための幅広い知識及び技術の習得

根拠法令：労働安全衛生規則第36条第6号の3(走行集材機械、伐木等機械）

林業・木材製造業労働災害防止協会テキスト

上記特別教育に係る修了証

走行集材機械の運転業務に係る特
別教育

走行集材に関する知識、走行集材機械の走行及び作業に関する装置の
構造及び取扱いの方法に関する知識、走行集材の作業に関する知識、
走行集材の運転に必要な一般的事項に関する知識、関係法令、走行集
材機械の走行の操作、走行集材機械の作業の為の装置の操作(学科教育
6時間、実技３時間、計９時間)

高性能林業機械操作演習 走行集材機械並びに伐木等機械の操作演習

伐木等機械の運転業務に係る特別
教育

伐木等機械に関する知識、伐木等機械の走行及び作業に関する装置の
構造及び取扱いの方法に関する知識、伐木等機械の作業に関する知
識、伐木等機械の運転に必要な一般的事項に関する知識、関係法令、
伐木等機械の走行の操作、伐木等機械の作業の為の装置の操作(学科教
育6時間、実技３時間、計９時間）

伐木等機械の運転業務に係る特別
教育

伐木等機械に関する知識、伐木等機械の走行及び作業に関する装置の
構造及び取扱いの方法に関する知識、伐木等機械の作業に関する知
識、伐木等機械の運転に必要な一般的事項に関する知識、関係法令、
伐木等機械の走行の操作、伐木等機械の作業の為の装置の操作(学科教
育6時間、実技３時間、計９時間）

走行集材機械の運転業務に係る特
別教育

走行集材に関する知識、走行集材機械の走行及び作業に関する装置の
構造及び取扱いの方法に関する知識、走行集材の作業に関する知識、
走行集材の運転に必要な一般的事項に関する知識、関係法令、走行集
材機械の走行の操作、走行集材機械の作業の為の装置の操作(学科教育
6時間、実技３時間、計９時間)

教員以外で指導に関わる実務経験者の有無 左の実務経験の内容

労働安全衛生規則で定める特別教育の実施

林業機械を安全に操作できるように特別教育を受講し、必要な知識および技能を習得する。

以下の特別教育を受講。（走行集材機械の運転業務に係る特別教育、伐木等機械の運転の業務に係る特別
教育）
本科目の単位を修得しなかった者は林業機械学(技能講習2),林業機械学実習3,素材生産総合実習（2年の科
目）に原則、参加することができない。

特別教育

林業機械学、林業架線学、林業労働安全、素材生産総合実習

特別教育修了60%、試験及び実技20%、出席及び受講態度20%

安全衛生規則で定める技能講習等
の講師の資格を満たす者

テーマ
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科目番号 ＥＢ１０５

科目名

科目区分 即戦力 リーダー 地域貢献

対象学年

開講時期 ４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月

授業時間数 ３５ コマ （ ７０ 単位時間 ）

－ －

○

実務経験を活か
した授業内容

目　的

概　要

キーワード

関連する科目

○

－

－

評価方法

授業計画

１～５

６～10

11～15

16～20

21～25

26～30

31～35

テキスト

参考書

関連する資格

備　考

技能講習修了60%、試験、実技及びレポート20%、出席及び受講態度20%

実務経験のある教員による授業科目 左の実務経験の内容

根拠法令：労働安全衛生法第76条(玉掛け・小型移動式クレーン）

各種技能講習等テキスト

到達目標

森林林業の即戦力として活躍するための実践的な技能の習得

森林林業の次代のリーダーとなるための専門知識及び技術の習得

多自然地域の振興や課題解決に貢献するための幅広い知識及び技術の習得

上記技能講習に係る修了証

小型移動式クレーン運転技能講習

小型移動式クレーンに関する知識、小型移動式クレーン運転技能講習
に係る原動機及び電気に関する知識、小型移動式クレーンの運転のた
めにひつような力学に関する知識、関係法令、小型移動式クレーンの
運転、小型移動式クレーンの運転のための合図

小型移動式クレーン運転技能講習

小型移動式クレーンに関する知識、小型移動式クレーン運転技能講習
に係る原動機及び電気に関する知識、小型移動式クレーンの運転のた
めにひつような力学に関する知識、関係法令、小型移動式クレーンの
運転、小型移動式クレーンの運転のための合図

玉掛け技能講習
クレーン等に関する知識、クレーン等の玉掛けに必要な力学に関する
知識、クレーン等の玉掛けの方法、関係法令、クレーン等の玉掛け、
クレーン等の運転のための合図

小型移動式クレーン運転技能講習

小型移動式クレーンに関する知識、小型移動式クレーン運転技能講習
に係る原動機及び電気に関する知識、小型移動式クレーンの運転のた
めにひつような力学に関する知識、関係法令、小型移動式クレーンの
運転、小型移動式クレーンの運転のための合図

林業機械学(技能講習等１d）

林業機械 人材養成の方針

単位数 ２

１年 授業形態 実習

安全衛生規則で定める技能講習等
の講師の資格を満たす者

玉掛け技能講習
クレーン等に関する知識、クレーン等の玉掛けに必要な力学に関する
知識、クレーン等の玉掛けの方法、関係法令、クレーン等の玉掛け、
クレーン等の運転のための合図

担当教員 所属等 登録教習機関

玉掛け技能講習
クレーン等に関する知識、クレーン等の玉掛けに必要な力学に関する
知識、クレーン等の玉掛けの方法、関係法令、クレーン等の玉掛け、
クレーン等の運転のための合図

テーマ 講義内容

玉掛け技能講習
クレーン等に関する知識、クレーン等の玉掛けに必要な力学に関する
知識、クレーン等の玉掛けの方法、関係法令、クレーン等の玉掛け、
クレーン等の運転のための合図

技能講習、特別教育、安全衛生教育

林業機械学、林業架線学、林業労働安全、素材生産総合実習

教員以外で指導に関わる実務経験者の有無 左の実務経験の内容

労働安全衛生規則で定める技能講習の実施

林業機械を安全に操作できるように技能講習を受講し、必要な知識および技能を習得する。

以下の技能講習を受講。（玉掛け技能講習、小型移動式クレーン運転技能講習）
本科目の単位を修得しなかった者は林業機械学(技能講習2),林業機械学実習3,素材生産総合実習（2年の
科目）に原則、参加することができない。
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科目番号 ＥＢ１０７

科目名

科目区分 即戦力 リーダー 地域貢献

対象学年

開講時期 ４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月

授業時間数 ５０ コマ （ １００ 単位時間 ）

－ －

○

実務経験を活か
した授業内容

目　的

概　要

キーワード

関連する科目

○

－

－

評価方法

授業計画

１～４

５～８

９～１２

１３～１６

１７～２１

21～25.5

25.5～30

31～34.5

35.5～39

40～43.5

44.5～48

49～50

テキスト

参考書

関連する資格

備　考

チェーンソーによる伐木造材作業 構造基礎、メンテナンス、操作基礎、基礎訓練（操作、作業）

チェーンソーの構造基礎、メンテナンス、操作基礎、作業基礎訓練、
伐木造材基礎訓練

チェーンソーによる伐木造材作業
チェーンソーの構造基礎、メンテナンス、操作基礎、作業基礎訓練、
伐木造材基礎訓練

チェーンソーによる伐木造材作業
チェーンソーの構造基礎、メンテナンス、操作基礎、作業基礎訓練、
伐木造材基礎訓練

チェーンソーによる伐木造材作業 構造基礎、メンテナンス、操作基礎、基礎訓練（操作、作業）

チェーンソーによる伐木造材作業 構造基礎、メンテナンス、操作基礎、基礎訓練（操作、作業）

チェーンソーによる伐木造材作業

実務経験のある教員による授業科目 左の実務経験の内容

到達目標

森林林業の即戦力として活躍するための実践的な技能の習得

森林林業の次代のリーダーとなるための専門知識及び技術の習得

多自然地域の振興や課題解決に貢献するための幅広い知識及び技術の習得

林業・木材製造業労働災害防止協会安全衛生指導員他

林業機械学　実習１

林業機械 人材養成の方針

単位数 ３

１年 授業形態 実習

委託林業事業体
担当教員

岩成 麻子
所属等

県立森林大学校主任森林教育専門員

チェーンソーによる伐木造材作業 構造基礎、メンテナンス、操作基礎、基礎訓練（操作、作業）

教員以外で指導に関わる実務経験者の有無 左の実務経験の内容

林業・木材製造業労働災害防止協会安全衛生指導員等の指導のもと、安全で確実な伐木造材作業及び刈払
い作業の基本を学ぶ。

チェーンソーを使用した伐木造材作業及び刈払い作業の基礎知識及び安全作業を習得する

伐木造材作業や刈払い作業の基礎知識と安全作業のための操作実習、安全なかかり木処理の実習

チェーンソーを使用した伐木造材作業、かかり木処理及び刈払い作業

試験50%、態度25%、技術25%

テーマ 講義内容

刈払機取扱作業者に対する安全衛生教育、伐木等の業務に係る特別教育

　

　

チェーンソーによる伐木造材作業
チェーンソーの構造基礎、メンテナンス、操作基礎、作業基礎訓練、
伐木造材基礎訓練

かかり木処理作業 安全なかかり木処理の実習

刈払い機による刈り払い作業 刈払い機の点検・整備、刈り払い機による刈り払い作業

チェーンソーによる伐木造材作業
チェーンソーの構造基礎、メンテナンス、操作基礎、作業基礎訓練、
伐木造材基礎訓練

かかり木処理作業 安全なかかり木処理の実習

①Ｅ　林業機械－6



科目番号 ＥＢ１０８

科目名

科目区分 即戦力 リーダー 地域貢献

対象学年

開講時期 ４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月

授業時間数 １５ コマ （ ３０ 単位時間 ）

○ －

－ 高性能林業機械オペレーター

実務経験を活か
した授業内容

目　的

概　要

キーワード

関連する科目

○

○

－

評価方法

授業計画

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

テキスト

参考書

関連する資格

備　考

実務経験のある教員による授業科目 左の実務経験の内容

担当教員

走行集材機械等操作実習 走行集材機械、伐木等機械の基本操作実習

教員以外で指導に関わる実務経験者の有無 左の実務経験の内容

高性能林業機械オペレーターの指導のもと、フォワーダ等の安全な操作技術を学ぶ

走行集材機械、伐木等機械の操作の基本を学ぶ

走行集材機械、伐木等機械の基本操作実習

走行集材機械、伐木等機械

林業機械学(技能講習等１c）

出席67%、態度33%

テーマ

林業機械学　実習２

林業機械 人材養成の方針

単位数 １

１年 授業形態 実習

尾﨑 真也

所属等

県立森林大学校森林教育専門員

委託林業事業体

ハスクバーナ・ゼノア(株)

講義内容

到達目標

森林林業の即戦力として活躍するための実践的な技能の習得

森林林業の次代のリーダーとなるための専門知識及び技術の習得

多自然地域の振興や課題解決に貢献するための幅広い知識及び技術の習得

走行集材機械等操作実習 走行集材機械、伐木等機械の保守点検、メンテナンス

走行集材機械等操作実習 走行集材機械、伐木等機械の基本操作実習

走行集材機械等操作実習 走行集材機械、伐木等機械の基本操作実習

走行集材機械等操作実習 走行集材機械、伐木等機械の基本操作実習

走行集材機械等操作実習 走行集材機械、伐木等機械の基本操作実習

走行集材機械等操作実習 走行集材機械、伐木等機械の基本操作実習

走行集材機械等操作実習 走行集材機械、伐木等機械の基本操作実習

車両系建設機械(整地・運搬・積込み用及び掘削用)運転技能講習、走行集材機械の運転業務に係る特別
教育、伐木等機械の運転業務に係る特別教育

5コマ／日×3日授業で実施

走行集材機械等操作実習 走行集材機械、伐木等機械の保守点検、メンテナンス

走行集材機械等操作実習 走行集材機械、伐木等機械の保守点検、メンテナンス

走行集材機械等操作実習 走行集材機械、伐木等機械の保守点検、メンテナンス

走行集材機械等操作実習 走行集材機械、伐木等機械の保守点検、メンテナンス

走行集材機械等操作実習 走行集材機械、伐木等機械の基本操作実習

走行集材機械等操作実習 走行集材機械、伐木等機械の基本操作実習

走行集材機械等操作実習 走行集材機械、伐木等機械の基本操作実習
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科目番号 ＥＡ１１１

科目名

科目区分 即戦力 リーダー 地域貢献

対象学年

開講時期 ４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月

授業時間数 １５ コマ （ ３０ 単位時間 ）

－ －

－ －

実務経験を活か
した授業内容

目　的

概　要

キーワード

関連する科目

○

－

－

評価方法

授業計画

１

２

３

４

５ 関係法令

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

テキスト

参考書

関連する資格

備　考

機械集材装置の知識

集材機械装置の特別教育 ワイヤーロープの知識

集材機械装置の取扱い ミニュチュア模型による架線作業の取扱い

林業・木材製造業労働災害防止協会テキスト

林業架線作業者主任者免許知識 関係法令

演習 架線作業主任者免許試験（過去問）

演習 架線作業主任者免許試験（過去問）

試験

森林林業の次代のリーダーとなるための専門知識及び技術の習得

多自然地域の振興や課題解決に貢献するための幅広い知識及び技術の習得

林業架線作業者主任者免許知識 林業架線作業に必要な力学に関する知識

集材機械装置の特別教育 機械集材装置の知識

集材機械装置の特別教育

集材機械装置の取扱い ミニュチュア模型による架線作業の取扱い

集材機械装置の取扱い 各器具の取扱い

林業架線作業者主任者免許知識 林業架線作業に関する知識

林業架線作業者主任者免許知識 機械集材装置及び運材索道に関する知識

集材機械装置の特別教育

林業架線作業の安全

①安全衛生教育、林業架線作業主任者の選任と責務
②機械集材装置とは
③林業架線作業の安全
④安全な集材作業のために
⑤基本的な索張り方式

教員以外で指導に関わる実務経験者の有無 左の実務経験の内容

林業架線作業に必要な知識を習得するとともに、あわせて林業架線作業主任者免許取得を目指す。

林業架線作業に必要な知識を習得。

林業架線、林業架線作業主任者

林業架線学2、林業架線学実習

筆記試験67%、小テスト13%、出席20%

テーマ 講義内容

到達目標

森林林業の即戦力として活躍するための実践的な技能の習得

実務経験のある教員による授業科目 左の実務経験の内容

担当教員

林業架線学１

林業機械 人材養成の方針

単位数 ２

１年 授業形態 講義・演習

新見 満 所属等 県立森林大学校森林教育専門員
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